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肖像：上からラビア・カーディル総裁、セイット 

・トムトルコ副総裁、ドルクン・エイサ事務総長 

イリハム・マハムティ当協会会長 
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会員の皆様へ  

 

温暖の候、皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 

去る 2 月末から 3 月初めまで世界ウイグル会議の理事会に参加して来ました。簡単ですが、 

 

  ご報告をさせて頂きます。 

 

今回の会議では、主に今までの世界ウイグル会議の仕事の中で現れた色々な問題点を検討 

 

し、これからの各役員の担当する分野と仕事の方針を固めました。さらに、2009 年末にカンボ 

 

ジアから強制送還された 20 名のウイグル人の方々を救出できなかった事の原因と組織の弱点 

 

を反省し、これから組織が一丸になって、ウイグル民族の自由の為に、一層頑張って行く事を 

 

決しました。 

 

今、日本ウイグル協会では組織をさらに大きくし、また効率的な仕事を行う上で、事務所が 

 

無い事が大きな障害になっております。これは会員の皆様と知恵を絞って解決できればと思い 

 

ます。 

 

   さて、この 5 月に、世界ウイグル会議の中心メンバーである、ラビア・カーディル総裁、セ 

 

イット・トムトルコ副総裁、ドルクン・エイサ事務総長を日本に招く事を決定いたしました。 

 

この機会に日本ウイグル協会第一回総会を開くつもりでございます。 

 

皆様のご出席をお願いすると共に、ご挨拶を申しあげます。 

 

 

 

                                2010 年 3 月 27 日 

                                 日本ウイグル協会会長 

イリハム マハムティ 
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ウ
ル
ケ
シ
（
ウ
ー
ア
ル
カ
イ
シ
）
氏
と
会
談 

来
日
中
の
ウ
ル
ケ
シ
氏
（
台
湾
在
住
）
と
、
協
会
メ
ン
バ
ー
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

ウ
イ
グ
ル
支
援
者
、
三
民
族
支 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

援
者
ら
で
、
会
食
の
場
を
持
ち 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

ま
し
た
。 

ウ
ル
ケ
シ
氏
か
ら
日
本
の
ウ 

イ
グ
ル
支
援
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー 

ジ
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｕ
Ｊ
に
よ
り
Ｙ
Ｏ 

Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
な
ど
に
ア
ッ
プ
さ 

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下 

さ
い
。 

イ
リ
ハ
ム
会
長
の
著
書
発
売 

１
月
９
日
、「
７
・
５
ウ
イ
グ
ル
虐
殺
の
真
実
―
ウ
ル
ム
チ

で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
で
も
起
き
る
―
」
が
、
宝
島
社

よ
り
、
発
売
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
事
件
に
関
し
、
新
華
社
報
に
頼
り
が
ち
で
、
と
も

す
れ
ば
中
国
共
産
党
政
府
の
立
場
か
ら
の
一
方
的
な
報
道
に

し
か
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
が
ち
な
日
本
に
お
い

て
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
側
か
ら
の
視
点
で
描
い
た
「
７
・
５
ウ

ル
ム
チ
事
件
」。
未
だ
多
く
の
人
々
の
行
方
も
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
そ
の
安
否
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
情
報
統
制
の
裏
で
、
な
に
が
起
き
て
い
た
の
か
？ 

今
後
も
検
証
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 
 

 

中
国
の
民
主
化
と
民
族
問
題
を
考
え
る
勉
強
会 

 

１
月
１
７
日
、
東
京
・
新
宿
の
、
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室
Ａ
に
お
い
て
、
ウ
イ
グ
ル
問
題
を
考
え
る
会
主
催

「
中
国
の
民
主
化
と
民
族
問
題
を
考
え
る
勉
強
会
」
が
開
催
さ

れ
、
協
会
か
ら
も
、
イ
リ
ハ
ム
会
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。 

天
安
門
事
件
の
頃
か
ら
活
動
を
さ
れ
て
い
る
中
国
の
民
主

活
動
家
・
陳
破
空
氏
（
米
国
在
住
）
を
は
じ
め
、
チ
ベ
ッ
ト
、

台
湾
、
南
モ
ン
ゴ
ル
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
団
体
関
係

の
先
生
や
、
脱
北
者
支
援
活
動
で
知
ら
れ
る
先
生
な
ど
も
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
も

設
け
ら
れ
、
一
般
参
加
者
も
含
め
て
激
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 

（
こ
の
勉
強
会
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
当
協
会
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
を
、
５
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。） 

 

 

「
沖
縄
か
ら
目
指
す
保
守
政
権
の
樹
立
」
集
会 

 

１
月
３
１
日
、
沖
縄
県
青
年
会
館
２
階
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
沖
縄
の
自
由
を
守
る
会
主
催
の
集
会
「
沖
縄
か
ら
目

指
す
保
守
政
権
の
樹
立
」
に
、
イ
リ
ハ
ム
会
長
が
招
か
れ
、「
国

を
失
う
悲
し
み
」
と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
冬
春
（
１
） 

 

 

7.5 ウイグル虐殺の真実  

宝島社新書  

イリハム マハムティ 

第１章 ２００９年７

月５日、ウルムチでは

何が起きたのか 

第２章 私の子供時代 

第３章 青年期、変貌

する故郷 

第４章 東トルキスタ

ンの歴史と現在 

第５章 結局、北京オ

リンピックとは何だっ

たのか？ 

第６章 次は台湾が、

そして日本が… 

 

参加者に熱く語りかける

陳破空氏  2010/1/17 

 

ウ
ル
ケ
シ
氏
よ
り
日
本
の
支
援
者
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
日
本
で
ウ
イ
グ
ル
の
運
動
ウ
イ
グ
ル
の
こ
と 

を
関
心
を
持
っ
て
応
援
し
て
く
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ウ
イ
グ
ル
民
族
は
勇
敢
な
民
族
で
あ
り
、
長
い
歴
史
の
間
、
私
た
ち

は
民
族
の
自
由
と
尊
厳
の
た
め
に
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
の
敵
は
と

て
も
強
す
ぎ
て
、
私
た
ち
は
大
変
つ
ら
い
思
い
を
沢
山
味
わ
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

中
で
も
去
年
は
我
が
民
族
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
大
変
な
一
年
で
し
た
。

私
た
ち
が
一
人
に
な
っ
た
と
き
、
亡
く
な
っ
た
英
雄
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、

そ
の
心
の
つ
ら
さ
は
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、
信
念
と
目
標
の
た
め
に
運
動
を
続
け
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
、
私
た
ち
に
は
我
が
民
族
を
理
解
し
て
く
る
友
人
が
必
要
な
の
で
す
。 

 

私
た
ち
が
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
友
人
と
お
会
い
し
た
と
き
、
自
分
た
ち
の

運
命
を
思
い
出
す
と
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
戻
っ
て
、
私

た
ち
は
祖
先
た
ち
の
よ
う
に
我
が
民
族
の
強
さ
を
忘
れ
ず
に
、
強
く
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
に
力
を
与
え
て
く
れ
た
日
本
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  
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第
二
回
グ
ル
ジ
ャ
事
件
追
悼
行
事 

 

２
月
７
日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
に
お
い
て
、
日
本

ウ
イ
グ
ル
協
会
と
し
て
は
二
回
目
と
な
る
グ
ル
ジ
ャ
事
件
追
悼

行
事
を
催
行
し
ま
し
た
。 

１
９
９
７
年
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
グ
ル
ジ
ャ
で
発
生
し
た

ウ
イ
グ
ル
人
青
年
不
当
逮
捕
へ
の
抗
議
デ
モ
に
対
す
る
弾
圧
と

デ
モ
参
加
者
に
対
す
る
虐
殺
、
そ
の
後
の
さ
ら
に
大
規
模
な
不

当
逮
捕
・
拷
問
に
よ
り
命
を
奪
わ
れ
た
人
々
を
追
悼
し
、
こ
の

事
件
を
記
憶
に
留
め
て
置
く
為
、
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

最
初
に
、
犠
牲
者
の
方
々
に
対
し
、
参
加
者
全
員
で
１
分
間

の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。 

次
に
協
会
会
長
の
イ
リ
ハ
ム
よ
り
、
グ
ル
ジ
ャ
事
件
に
つ
い

て
の
解
説
、
本
行
事
開
催
の
意
義
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、

基
調
講
演
と
し
て
、
事
件
直
後
現
地
に
滞
在
し
、
当
時
の
情
勢

を
知
る
岡
崎
渓
子
氏
（
東
洋
史
研
究
家
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。 

 

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か
ら
か
な
り
鋭
い
質
問
も
あ
り
、

非
常
に
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

   
 

 

ハ
リ
ー
・
ウ
ー
氏
来
日
講
演 

 
 

中
国
の
「
労
働
改
造
所
」
の
実
態 

 

基
調
講
演: 

 
 
 
 
 
 

ハ
リ
ー
・
ウ
ー
氏
（
中
国
語
表
記:

呉
弘
達
氏
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
米
人
権
活
動
家 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

米
国
「
労
改
基
金
会
」
創
設
者 

 
 
 

日
時:

４
月
２
２
日
（
木
）
１
９
時
よ
り ２

１
時
ま
で 

 
 

 

場
所:

新
宿
区
落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
Ｆ 

第
一
集
会
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
宿
区
下
落
合
４-

６-

７ 

 
 

 

資
料
代: 

 
 
 
 
 
 

１
０
０
０ 

円 
 

主
催:

ウ
イ
グ
ル
問
題
を
考
え
る
会 

協
力:

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
・
ア
ジ
ア
と
中
国 

の
民
主
主
義
を
考
え
る
会 

労
働
改
造
所
と
は 

 

労
改
（
ラ
オ
ガ
イ
）
。
中
国
の
強
制
労
働
収
容
所
。
無
賃 

か
つ
劣
悪
な
環
境
下
で
の
強
制
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

労
改
基
金
会
の
活
動
に
よ
り
、
欧
米
で
も
そ
の
悲
惨
な
実 

態
が
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
冬
春
（
２
） 

  

 

２
・
２
８
台
湾
防
衛
デ
モ 

 

２
月
２
８
日
、
新
宿
区
西
新
宿
の
柏
木
公
園
を
出
発
地
に
、 

２
・
２
８
台
湾
防
衛
デ
モ
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
「
２
・

２
８
中
華
膨
張
主
義
を
許
す
な
！
日
台
共
闘
！
台
湾
防
衛
ア

ピ
ー
ル
行
進
」
が
行
わ
れ
、
当
協
会
も
参
加
団
体
と
し
て
名
前

を
連
ね
ま
し
た
。 

 

こ
の
デ
モ
は
、
１
９
４
７
年
の
同
日
発
生
し
、
台
湾
全
土
を

震
撼
さ
せ
た
国
民
党
政
府
に
よ
る
本
省
人
弾
圧
事
件
（
２
・
２

８
事
件
）
を
期
し
た
も
の
で
、
漢
民
族
で
あ
る
外
省
人
の
政
権
、

国
民
党
に
よ
る
現
地
の
人
々
の
虐
殺
と
い
う
点
で
、
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
地
域
に
お
け
る
幾
多
の
虐
殺
事
件
と
通
じ
る
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
理
事
会 

 
２
月
末
か
ら
３
月
は
じ
め
に
か
け
、
ド
イ
ツ
に
て
世
界
ウ
イ

グ
ル
会
議
理
事
会
が
行
わ
れ
、
イ
リ
ハ
ム
会
長
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

会
議
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
、
問
題
点
を

抽
出
、
改
善
に
つ
な
げ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
資
す
る
建
設
的

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
民
族
問
題
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
未
来
を
考
え
る
」
集
会 

 

３
月
７
日
、
栃
木
県
護
国
神
社
内
、
護
国
会
館
に
お
い
て
、 

日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
二
千
人
委
員
会
栃
木
県
支
部
主
催

の
集
会
「
民
族
問
題
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
未
来
を
考
え
る
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
行
事
で
は
イ
リ
ハ
ム
会
長
も
講
演
を
さ
せ
て
頂
く
予
定

で
し
た
が
、
航
空
機
の
遅
れ
に
よ
り
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

主
催
者
・
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 

 

岡崎渓子氏による講演（上）と、 

参加者全員による黙祷の様子（下） 

 

ウ
イ
グ
ル
料
理
の
会
・
ア
ウ
ト
ド
ア
編 

 

３
月
２
８
日
、
大
田
区
城
南
島
海
浜
公
園
に
て
、
ウ
イ
グ
ル

料
理
の
会
・
ア
ウ
ト
ド
ア
編
と
題
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
設
備
を
用
い
て
ウ
イ
グ
ル
料
理
を
楽
し
む
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
生
憎
の
強
風
と
寒
さ
で
し
た
が
、
約
３
０
名
の
ご
参

加
を
頂
き
、
カ
ワ
ッ
プ
（
味
付
け
２
種
類
）、
ポ
ロ
、
ス
ユ
ク 

ア
シ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。 
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平
成
２
２
年
１
月
１
７
日
、
東
京
・
大
久
保
に
あ
り
ま
す
大

久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
「
中
国
の
民
主
化
と
民
族
問
題
を
考

え
る
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
勉
強
会
の

レ
ポ
ー
ト
と
雑
感
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

今
回
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
ゲ
ス
ト
は
左
記
の
皆
様
で
す
。 

 
 

陳 

破
空
氏(

独
立
中
文
筆
会)

 
 

イ
リ
ハ
ム 

マ
ハ
ム
テ
ィ
氏(

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
長)

 
 

三
浦 

小
太
郎
氏(

北
朝
鮮
帰
国
者
の
生
命
と
人
権
を
守
る
会
代

表)
 
 

王 

進
忠
氏(

中
国
民
主
団
結
聨
盟
副
主
席
、
独
立
中
文
筆
会
・

獄
委
会)

 
 

永
山 

英
樹
氏(

台
湾
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表)

 
 

小
林 

秀
英
氏(

チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
考
え
る
会
代
表)

 
 

オ
ル
ホ
ノ
ド 

ダ
イ
チ
ン
氏(

モ
ン
ゴ
ル
自
由
連
盟
党
幹
事
長)

 
 

安
東 

幹
氏(

日
本
正
義
人
権
の
会
代
表)

 

  

勉
強
会
は
、
定
刻
を
１
５
分
ほ
ど
遅
れ
１
８
時
丁
度
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。 

前
半
は
、
日
本
へ
来
日
中
の
独
立
中
文
筆
会
・
陳
破
空
氏
の

２
０
分
程
の
ス
ピ
ー
チ
と
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ゲ
ス
ト

の
皆
様
の
意
見
を
お
伺
い
す
る
形
を
取
り
、
後
半
は
、
ゲ
ス
ト

か
ら
ゲ
ス
ト
へ
、
さ
ら
に
参
加
者
の
方
か
ら
ゲ
ス
ト
へ
質
問
を

ぶ
つ
け
合
う
と
い
う
参
加
型
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。 

   
  

  

 

今
回
来
日
し
、
勉
強
会
に
参
加
頂
い
た
陳
破
空
氏
は
冒
頭
の

ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
共
産
党
は
、
ウ
イ
グ
ル
や
南
モ
ン
ゴ
ル
、

チ
ベ
ッ
ト
、
そ
し
て
台
湾
に
お
け
る
問
題
が
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

を
は
じ
め
世
界
中
に
飛
び
火
す
る
こ
と
を
警
戒
。
今
後
、
中
国

が
「
民
主
化
へ
の
道
を
歩
む
の
か
」
、
そ
れ
と
も
「
一
党
独
裁

体
制
を
維
持
す
る
の
か
」
と
い
う
選
択
は
、
世
界
中
の
国
々
に

影
響
を
及
ぼ
す
重
大
事
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
で
、
特
に
隣
人
と
し
て
の
日
本

が
、
「
大
中
国
主
義
」
が
生
存
し
て
い
く
場
所
に
さ
れ
て
し
ま

う
と
指
摘
。
経
済
的
に
、
軍
事
的
に
、
日
本
が
中
国
に
主
導
権

を
握
ら
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
現
状
に
強
い
危
機
感
を
示
さ
れ

ま
し
た
。 

し
か
し
、
中
国
国
内
で
民
主
化
を
指
向
す
る
人
々
と
、
チ
ベ

ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
台
湾
、
そ
し
て
日
本
の
人
々

が
、
今
後
一
致
結
束
す
る
事
が
出
来
れ
ば
、
中
国
の
拡
大
を
阻

止
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
独
裁
政
権
を
崩
壊
に
導
く
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
０
分
の
休
憩
を
挟
ん
だ
後
半
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
参
加
者
や
ゲ
ス
ト
の
方
か
ら
出
た
以
下
の
質
問
に
陳

氏
や
ゲ
ス
ト
の
皆
様
が
意
見
を
述
べ
る
形
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

① 

劉
暁
波
氏
（
著
作
家
、
０
８
憲
章
起
草
者
）
へ
の
支
援
の

方
法
に
つ
い
て 

 

② 

昨
年
１
２
月
以
降
、
成
田
空
港
に
篭
城
を
続
け
て
い
る
馮

正
虎
氏
（
人
権
活
動
家
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

③ 

中
国
に
お
け
る
「
民
主
化
」
と
「
民
族
問
題
」
に
つ
い
て

の
陳
氏
の
見
解 

 

④ 

敵
は
「
中
国
共
産
党
か
？
」
「
中
国
人
か
？
」 

 

⑤ 

陳
氏
が
語
中
に
用
い
て
い
た
「
西
蔵
」
の
定
義
に
つ
い
て

の
確
認
。 

 

⑥ 

民
族
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
の
「
人
民
解
放
軍
」

と
の
対
峙
の
仕
方 

 

⑦ 

中
国
民
主
化
後
の
懸
念
事
項 

 

⑧ 

在
日
中
国
人
や
韓
国
人
の
方
々
を
「
民
主
化
」
「
民
族
問

題
」
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
は
可
能
か
？
陳
氏
の
見
解
。
三

浦
小
太
郎
氏
の
見
解
。 

⑨ 

江
沢
民
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ス
ペ
イ
ン
か
ら
訴
追
さ
れ
て

い
る
件
、
中
国
で
の
報
道
は
？ 

 

 

以
上
が
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
質
問
事
項

と
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。 

 

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
質
問
が
、
参
加
者
の

皆
様
や
ゲ
ス
ト
の
皆
様
か
ら
飛
び
出
し
ま
し
た
が
、
時
間
の
関

係
も
あ
り
、
そ
れ
を
掘
り
下
げ
て
議
論
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
の
は
少
々
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
皆
様

か
ら
挙
が
っ
た
ご
意
見
は
、
次
回
の
勉
強
会
の
重
要
な
論
点
と

な
る
は
ず
で
す
。 

 

「
中
国
の
民
主
化
と 

民
族
問
題
を
考
え
る
勉
強
会
」
レ
ポ
ー
ト
（
１
） 

 

開会直後、陳破空氏の話に聞き入る参加者ら。 

熱心にメモを取る姿などが見受けられた。 
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今
回
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
「
民
主
化
」
と
「
民
族
問

題
」
で
あ
り
ま
す
が
、
陳
氏
は
「
民
主
化
」
を
あ
ら
ゆ
る
自
由

を
認
め
る
こ
と
と
定
義
し
、
「
民
族
問
題
」
の
解
決
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
民
族
の
文
化
、
宗
教
の
信
仰
、
特
長
を
尊
重
し
認
め

る
事
を
定
義
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

又
、
陳
氏
は
「
人
民
解
放
軍
」
の
脅
威
に
つ
い
て
も
、
軍
事

力
の
増
強
と
拡
大
の
事
実
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
腐
敗
が

進
ん
だ
「
紙
で
作
ら
れ
た
虎
」
に
過
ぎ
ず
、
自
分
達
よ
り
弱
い

も
の
と
し
か
戦
う
こ
と
が
出
来
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
も

興
味
深
い
点
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

  

時
間
の
関
係
上
、
明
確
な
結
論
は
導
き
出
す
こ
と
は
困
難
で

し
た
が
、
参
加
者
の
方
が
立
場
を
超
え
て
本
音
で
意
見
を
ぶ
つ

け
合
う
事
が
出
来
た
こ
と
は
、
非
常
に
意
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

  

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
方
以
外
に
も
、
日
頃
か
ら
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ウ
イ

グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
台
湾
、
そ
し
て
日
本
の
未

来
の
為
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
が
数
多
く
参
加
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
ス
タ
ン
ス
の
違
い
こ
そ
あ
り
ま
す
が
、
ウ
イ
グ
ル
・

チ
ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
・
台
湾
、
そ
し
て
日
本
に
真
の
「
平

和
」
と
「
自
由
」
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
日
々
活
動
さ
れ

て
お
り
、
現
状
認
識
や
危
機
意
識
は
、
多
く
の
部
分
で
共
通
し

て
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

  
 

 
 

 

こ
の
勉
強
会
は
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
を
呑
み
込
み
、
日
本

に
覇
権
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
中
国
共
産
党
に
対
し
て

の
、
強
烈
な
牽
制
球
と
な
る
は
ず
で
す
。 

 
 

 

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
、
ウ
イ
グ
ル
、
チ

ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
台
湾
、
そ
し
て
日
本
の
未
来
の
為
に

活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
が
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
、
問
題
意
識
を

共
有
し
、
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 

又
、
こ
の
勉
強
会
直
後
の1

月3
0

日
に
は
、
当
協

会
会
長
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
が
沖
縄
に
て
講
演
を
開
催
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
沖
縄
に
お
い
て
は
、
尖
閣
問
題
や
昨
今
の

普
天
間
基
地
異
説
問
題
を
巡
る
状
況
に
沖
縄
県
民
の
「
安
全
」

へ
の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
回
「
国
を

失
う
悲
し
み
」
と
い
う
演
題
で
の
依
頼
を
受
け
、
講
演
を
さ
せ 

    

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
沖
縄
に
お
住
ま
い
の
方
に
と

っ
て
は
、
私
よ
り
も
身
近
に
「
中
国
の
脅
威
」
を
感
じ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
は
ず
で
す
。
今
後
は
、
イ
リ
ハ
ム
を
招
待
し
て
く
だ

さ
っ
た
沖
縄
の
皆
様
と
も
、
情
報
や
危
機
意
識
を
共
有
し
、
協

力
を
深
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り

ま
す
が
、
来
日
中
の
多
忙
を
縫
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
陳

破
空
氏
を
始
め
、
ゲ
ス
ト
の
皆
様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
曜
日
の
夜
と
い
う
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
レ
ポ
ー
ト
と

雑
感
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
担
当:

廣
瀬
） 

 

「
中
国
の
民
主
化
と 

民
族
問
題
を
考
え
る
勉
強
会
」
レ
ポ
ー
ト
（
２
） 

 

 

自身の著書「中南海厚黒學」を手に、中国 

共産党の独裁体制について解説する陳氏 

 

陳 

破
空
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

  

１
９
６
３
年
四
川
省
生
ま
れ
。
学
生
時
代
よ
り
胡
耀
那
に
連
名

の
意
見
書
を
送
り
、
政
治
改
革
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
の
活
動
。 

中
山
大
学
で
経
済
学
助
教
授
を
務
め
た
が
、
１
９
８
９
年
、
北

京
の
学
生
運
動
に
呼
応
し
、
広
州
に
て
民
主
化
運
動
組
織
を
立
ち

上
げ
、
１
９
８
９
年
、
１
９
９
３
年
と
、
２
回
、
４
年
半
の
投
獄
。 

 

１
９
９
４
年
に
は
獄
中
よ
り
国
連
な
ど
に
労
働
改
造
所
で
生

産
・
輸
出
さ
れ
る
商
品
な
ど
の
証
拠
を
提
供
し
、
中
国
共
産
党
の

人
権
無
視
を
非
難
し
て
い
る
。 

 

１
９
９
６
年
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
客
員
研
究

員
を
経
て
経
済
学
修
士
。 

  

政
治
、
経
済
、
文
学
な
ど
、
広
い
分
野
で
著
作
が
あ
り
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
に
出
演
。 

 

２
０
０
７
年
「
万
人
傑
新
聞
文
化
基
金
」
新
聞
文
化
賞
受
賞
。 
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帝国陸軍見果てぬ「防共回廊」 

関岡 英之 著 

             祥伝社 

「
日
中
戦
争
と
イ
ス
ラ
ー
ム
」
な
ど
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
資

料
も
分
散
し
て
い
る
た
め
知
っ
て
い
る
人
は
か
な
り
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
９
３
０
年
代
の
ウ
イ
グ
ル
支
援
運
動
か
ら
約
７
０

年
以
上
も
の
長
い
タ
ブ
ー
を
破
り
書
か
れ
た
貴
重
な
書
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
。 

 

本
書
は
各
章
が
９
０
ペ
ー
ジ
前
後
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
纏
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
３
章
の
ウ
イ
グ
ル
に
関
し
て
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
北
田
正
元
公
使
の
外
交
文
書
だ
け
で
も
１
０
０
０
ペ
ー
ジ

以
上
あ
り
膨
大
な
資
料
を
こ
れ
だ
け
分
か
り
易
く
ま
と
め
た
も

の
と
思
い
ま
す
。 

筆
者
に
と
っ
て
は
本
書
に
掛
け
た
労
力
、
費
用
、
時
間
を
考

え
た
ら
と
て
も
商
売
と
し
て
は
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
本
書
を
読
ん
だ
読
者
は
と
て
も
幸
運
で
す
。 

 
最
後
に
い
く
つ
か
感
想
を
の
べ
る
と
本
書
の
題
名
は
馴
染
み

の
な
い
言
葉
な
の
で
分
か
り
に
く
い
の
で
は
？
と
感
じ
ま
し

た
。
本
書
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
マ
フ
ム
ー
ド
・
ム
フ
ー
テ
ィ

な
ど
亡
命
者
た
ち
と
日
本
の
関
わ
り
で
す
が
、
亡
命
者
た
ち
の

墓
が
多
摩
霊
園
に
あ
り
、
亡
命
者
の1

人
の
ム
ハ
マ
ン
ド
・
イ

ミ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
が
イ
マ
ー
ム
を
務
め
た
東
京
モ
ス
ク
は

現
在
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
を
見
学
す
る

事
も
で
き
ま
す
の
で
、
ウ
イ
グ
ル
と
日
本
の
歴
史
に
関
心
が
あ

る
方
は
是
非
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
当
時
の
陸
軍
の
脅
威
は
共
産
主
義
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
今
と
な
っ
て
は
本
当
の
脅
威
は
中
華
思
想
、
大
漢
人
主
義
だ

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
日
本
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
わ
か
り
難
い
中
国
の
民
族
政
策

を
主
に
中
国
側
の
資
料
を
使
っ
て
解
説
し
た
良
書
で
す
。 

本
書
で
は
１
章
～
４
章
に
掛
け
て
中
国
の
民
族
政
策
の
変
遷

を
た
ど
り
、
後
半
の
章
で
は
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
モ
ン
ゴ

ル
の
各
民
族
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。 

孫
文
の
時
代
に
は
５
民
族
だ
っ
た
の
が
現
在
は
５
６
民
族
と

増
え
て
お
り
中
国
の
民
族
政
策
で
民
族
数
、
自
治
区
、
自
治
州

な
ど
恣
意
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
本
書
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

ウ
イ
グ
ル
に
関
し
て
は
５
章
、
７
章
で
論
じ
て
い
ま
す
が
５

章
で
は
日
本
で
は
な
か
な
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
１
９
９
０

年
４
月
５
日
の
バ
リ
ン
郷
事
件
に
つ
い
て
、
２
ペ
ー
ジ
と
短
い

で
す
が
「
新
疆
日
報
」
の
記
事
を
引
用
し
て
触
れ
て
お
り
、
日

本
で
は
バ
リ
ン
郷
事
件
に
つ
い
て
触
れ
た
唯
一
の
書
と
思
わ
れ

ま
す
。
バ
リ
ン
郷
事
件
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
本
書
で
も
全

容
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
中
国
共
産
党
の
秘
密
資
料
の

公
表
が
待
た
れ
ま
す
。
筆
者
の
毛
里
和
子
氏
は
中
国
政
治
と
外

交
・
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
が
専
門
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
資
料 

 

書
籍
紹
介 

 

 

多
分
本
書
の
評
価
は
、
人
に
よ
り
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
る
で

し
ょ
う
。
日
本
と
大
陸
の
各
民
族
の
秘
め
ら
れ
た
歴
史
を
発
掘

し
た
労
作
と
い
う
評
価
と
軍
国
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う

否
定
的
な
評
価
で
す
。 

 

本
書
の
参
考
文
献
の
１
つ
で
あ
る
「
在
日
タ
タ
ー
ル
人
」
を

書
い
た
松
長
教
授
の
講
演
を
以
前
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
と
イ
ス
ラ
ム
の
関
係
の
３
０
分
ほ
ど
の
講
演
で
「
軍

国
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
、
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
と
い
う
言
葉

を
１
０
回
以
上
使
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
自
体
は
間
違
い
で
は

な
い
で
す
が
、
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
の
各
民
族

が
置
か
れ
て
い
る
歴
史
、
状
況
を
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
本
書
に
否
定
的
な
評
価
を
く
だ
す
人
も
本
書
の
価
値
を

否
定
で
き
ず
密
か
に
資
料
と
し
て
使
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。 

 

本
書
は
１
章
で
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
を
、
２
章
で
回
民
を
、

３
章
で
ウ
イ
グ
ル
を
取
上
げ
て
い
ま
す
が
ウ
イ
グ
ル
の
独
立
運

動
と
日
本
の
関
係
を
取
上
げ
た
書
籍
は
「
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
史
」 

 

 

周縁からの中国 ―民族問題と国家― 

毛里 和子 著 

         東京大学出版会 
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は
中
国
側
の
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
中
国
側
の
フ
ィ
ル
タ
を

通
し
て
も
中
国
の
民
族
政
策
の
過
酷
さ
は
本
書
か
ら
も
十
分
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
１
９
４
０
年
代
の
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
漢
人
の
立
場
で
書
か
れ
た
王 

柯
の

「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
研
究
」「
他
民
族
国
家
中
国
」
が
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
を
ソ
連
の
傀
儡
で
あ
り
共
和
国
の
メ

ン
バ
ー
が
い
か
に
ソ
連
に
片
寄
っ
て
い
た
か
強
調
し
て
い
ま
す

が
、
本
書
で
は
ソ
連
軍
事
顧
問
と
呼
ば
れ
る
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
身
が
い
る
こ
と
、
盛
世
才
の
時
代
に
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
追
わ
れ
た
白
系
ロ
シ
ア
人
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
ソ
連
の
関
与
に
つ
い
て
情
報
を
公
平

に
記
述
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
中
国
の
民
族
に
対
す
る
考
え
方
で
す
が
中
国
は
「
シ

ナ
」
、「
ヒ
タ
イ
」
と
よ
ば
れ
る
の
を
嫌
い
「
中
国
」「
中
華
」
と

呼
ば
せ
て
い
ま
す
が
、
私
は
、「
中
国
」
と
呼
ん
で
欲
し
い
の
な

ら
な
ぜ
「
モ
ン
ゴ
ル
」
を
「
蒙
古
」
と
差
別
的
な
表
記
に
し
た

り
、
「
モ
ン
族
」
を
「
ミ
ャ
オ
族
」
と
呼
ん
だ
り
、
「
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
」
を
「
新
疆
」
と
呼
ぶ
の
を
強
要
す
る
の
か
、
非
常
に

疑
問
で
す
。 

漢
人
が
自
己
中
心
的
な
考
え
方
を
変
え
な
い
限
り
民
族
問
題

が
中
国
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
担
当:

ム
シ
ュ
ク
） 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

ウ
イ
グ
ル
料
理
に
つ
い
て
語
る
上 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

で
、
こ
れ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
ま 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

さ
に
こ
れ
。
ラ
グ
マ
ン
（
ラ
グ
メ
ン
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

粉
は
薄
力
粉
を
使
い
ま
す
が
、
そ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

の
強
い
コ
シ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。 

材
料
（
４
人
前
） 

 
[

麺] 

薄
力
粉
５
０
０
ｇ 

塩
小
さ
じ
１ 

水
２
０
０
ｃ
ｃ 

 
 

 

サ
ラ
ダ
油
少
々 

 
[

具] 

羊
肉
５
０
０
ｇ 

玉
ね
ぎ
半
分 

ト
マ
ト
１
個 

 

 
 

 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
２
個 

ピ
ー
マ
ン
２
個 

な
す
２
個 

 
 

 

ニ
ン
ニ
ク
３
個
な
ど
（
野
菜
は
あ
る
も
の
で
可
。） 

 
 

 
塩
小
さ
じ
１ 

花
椒
・
醤
油
・
豆
板
醤
・
水
各
適
量 

① 
塩
を
加
え
た
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
加
え
、
こ
ね
ま
す
。

３
０
分
ほ
ど
寝
か
せ
、
６
等
分
に
切
り
分
け
、
手
で
よ

っ
て
糸
作
り
様
に
棒
状
に
し
た
後
、
生
地
に
油
を
塗
り

な
が
ら
皿
の
中
に
丸
く
巻
い
て
置
き
ま
す
。 

 

油
を
塗
る
の
を
忘
れ
る
と
、
折
角
棒
状
に
し
た
生
地
が 

 
 
 
 

 
 
 

 

く
っ
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。 

③ 

具
が
完
成
し
た
あ
と
、
湯
を
沸
か
し
、
さ
ら
に
生
地
を
引 

っ
張
る
よ
う
に
し
て
伸
ば
し
、
最
後
に
両
手
に
絡
め
て
台
に 

叩
き
つ
け
、
細
く
伸
ば
し
、
お
湯
に
入
れ
て
、
２
～
３
分 

後
取
り
ま
す
。
冷
水
で
よ
く
洗
っ
て
、
皿
に
入
れ
、
具
を
掛 

け
て
食
べ
ま
す
。 

お
好
み
に
よ
っ
て
も
う
一
回
ア
シ
ス
イ
（
麺
を
茹
で
た
お 

湯
）
に
入
れ
っ
て
温
め
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す 

 

 

トルファンの遺跡 

「高昌故城」 

かつての栄華を今に 

伝える。 

ウ
イ
グ
ル
料
理
紹
介
第
３
回
「
ラ
グ
マ
ン
」 

 
 

生地は棒状に伸ばして 

お皿に巻いておく。 

サラダ油を塗るのを忘れ 

ずに。 

② 

麺
の
準
備
が
出
来
た
ら
今
度
は
具
で
す
。
具
は
羊
肉
と
野 

菜
で
炒
め
て
作
り
ま
す
。
野
菜
は
た
ま
ね
ぎ
、
白
菜
、
ピ
ー 

マ
ン
、
セ
ロ
リ
、
い
ん
げ
ん
、
な
す
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
色 

ん
な
種
類
を
使
い
ま
す
。
特
に
決
ま
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
の 

で
、
そ
の
時
期
に
あ
る
野
菜
が
加
え
ら
れ
ま
す
。 

ラ
グ
マ
ン
の
具
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

羊
肉
か
ら
順
に
火
の
通
り
に
く
い
も
の
を
炒
め
、
水
を
加
え 

調
味
料
で
味
を
調
え
て
具
の
完
成
で
す
。 

 

 

 

 

 

ウイグルのお母さんたちは、 

いとも簡単に麺を伸ばしてゆく 

が、これがなかなか難しい。 
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シンポジウム・総会を行います。 

 会員の皆様へのお知らせです。この度、世界 

ウイグル会議より、ラビア・カーディル総裁、 

セイット・トムトルコ副総裁（兼・日本ウイグ 

ル協会理事）、ドルクン・エイサ事務総長を招 

き、東京、大阪にてウイグル問題を広く日本の 

社会に訴えるシンポジウムを開催する運びとな 

りました。 

 また、これにあわせ、第一回・日本ウイグル 

協会総会を東京にて開催いたします。 

 皆様のご参加を、お願い申し上げます。 

 

懇親会のお知らせ 

 世界ウイグル会議首脳のこの度の来日に合わ 

せ、協会内外のウイグル運動支援者の皆様との 

交流の場として、懇親会を開催致します。 

 ラビア・カーディル総裁、セイット・トム 

トルコ副総裁、ドルクン・エイサ事務総長の他、 

各界を代表する方々をお招きする予定です。 

 会員の皆様のご参加を、お願い申し上げます。 

 

ご支援のお願い 

 現在、協会の活動費は皆様方からの会費と寄 

付、ボランティアスタッフの負担などによって 

まかなわれております。しかし現在、協会の財 

政は非常に厳しい状況です。 

 すでに多くのご支援を頂いております会員の 

皆様にお願い申し上げるのは大変心苦しくはあ 

りますが、各種イベントへのご参加や寄付等、 

さらなるご支援をお願い申し上げます。 

 寄付についての詳細は、協会公式サイトでも 

ご案内致しております。どうぞ宜しくお願いを 

申し上げます。 

 

 

○会報「蒼空」４月号のお届けです。毎回遅く 

て申し訳ありません。○世界ウイグル会議より 

三氏来日。日本でウイグルの事がより活発に論 

じられるきっかけになればと思います。○今回 

の料理ラグマン。麺はうどんで代用出来ますよ。 

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
総
裁 

 

セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
副
総
裁 

ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
事
務
総
長 

 

来
日 

 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 

「
ウ
イ
グ
ル
の
未
来
と
日
本
の
役
割
」 

 
 
 
 

日
本
か
ら
ウ
イ
グ
ル
へ
と
続
く
自
由
と
平
和
の
回
廊
を 

 

東
京 

 
 

２
０
１
０
年
５
月
２
２
日
（
土
） 

１
８
時
開
場 

 
 

（
１
８
時
４
５
分
開
演
予
定
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於 

四
谷
区
民
ホ
ー
ル 

 

大
阪 

 
 

２
０
１
０
年
５
月
２
３
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

１
４
時
３
０
分
開
場
（
１
５
時
３
０
分
開
演
予
定
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

於 

大
阪
府
社
会
福
祉
会
館 

  
 
 
 
 
 

東
京 

２
０
０
０
円
（
協
会
会
員
１
０
０
０
円
） 

 
 
 
 

 
 

大
阪 

１
５
０
０
円
（
協
会
会
員 

５
０
０
円
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
会
員
証
を
ご
提
示
下
さ
い
。） 

お知らせ 

第
１
回 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
総
会 

 

 

 
 

 
 

２
０
１
０
年
５
月
２
２
日
（
土
） 

 
 
 

１
０
時 

開
会
予
定
（
開
場
９
時
３
０
分
） 

 
 
 
 
 

場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
集
会
室
Ａ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
武
新
宿
線
・
下
落
合
駅
よ
り
徒
歩
５
分 

 
 
 
 

 

内
容 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
長
挨
拶
・
協
会
活
動
報
告
・
会
計
報
告 

 
 
 
 

 
 
 

 

・
議
事
議
決
・
他 

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
総
裁 

 

セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
副
総
裁 

ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
事
務
総
長 

 

来
日 

 

 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

２
０
１
０
年
５
月
２
１
日
（
金
） 

 
 
 
 

１
９:

０
０
よ
り 

於 

九
段
会
館 

地
下
鉄
東
西
線
・
半
蔵
門
線
・
新
宿
線
・
九
段
下
駅 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
費 

９
０
０
０
円 

 

編集後記 

編集担当：「ぬ」 
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